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最近、石油ストーフによる火災があとを恰ちません。 し
かしこれも大半は取り扱いの不注意によるもの回目。。もし事
故になっても早いうちに手をうて(去、簡単に消すことがで
才ます。てのことに-i分注忌、して、火災予防につとめてく
ださい。
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のストーブはFJ灯油〉

③石油ストーフを慢勺でいる J是]阿古:'fW~Tにするときは、
火が消えたかどうか侃かめること
。事故与を起したときは

①決してあわてないニと。
②イ寸iIiにフトンなどのあるとすIj、それでおおいを寸る
こと(窒息消火〉その校、完全にii'i:Jくする(フ「ンな
どをノkでぬらす〕
(百〕水があるときは、7](をIr!ミゲ亡消火できること(冷却iFi
:JOただし、ガブリソ、 じ/ジ?ーなどのれIIJitivこは7Jくを
1史わfよし、。
'/4'，消火出;を設置「ること(でまるかi!り、銀のラベルで
表ぶされノfこ国家検定令格日'1~:J間入寸る)。

(~\I もし事故になったときは、 4き11もrJく消防署 (n9 
番〉へ通報Fる乙と。
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